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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】凹部・凸部を嵌め合せて組み立てる組立てブロ
ックであって、同じ形状のブロックに設けられるミゾ部
どうしの嵌め合わせが常に最も確実で全立体方向に制約
なしに自在に組み合わせが展開できる組立てブロックを
提供する。
【解決手段】正方形等正多角形や円形の樹脂、木材等の
板平面に互いに放射状に設けられる共通仕様の切り欠き
状ミゾ部を設けた複数のブロックどうしを互いに直交さ
せ同ミゾ部を嵌め合わせて接合組み立てる。同ミゾ部は
幅がほぼ板の厚みと同じでその長さは各辺の長さのほぼ
半分また該ブロックの各辺部の側面は略４５度以下のコ
ーナーカットで形成され正多角形や円の平面中心部にこ
れと直交して組み合わされる各ブロックが互いに干渉し
ないように納められる形状とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
樹脂、ゴム、木材，紙あるいはダンボール、セラミックスや金属等で形成されその形状が
略正方形の板状でその面の各辺中央から該正方形の面中央に向かいその奥行きが辺の長さ
の略半分の切り欠き状ミゾ部を互いに直角に４ヶ所有するブロックが、互いに別の同形状
ブロックと切り欠き状該ミゾ部で面どうしが直交して嵌合するように該ミゾ部の幅および
形状を設定し、該正方形の各辺で該正方形の表と裏の両面から各面に対して４５度以下の
面取り状のコーナーカットをしてその断面が９０度もしくはそれ以下の先端部頭頂角を有
する楔形状となるカット部を設け該正方形の面上中央で互いに切り欠き状ミゾ部で嵌合し
た４方向のブロックの端面がほぼ密接するようにしてなる組み立てブロック。
【請求項２】
請求項１記載の組み立てブロックにおいて各ブロックの平面上で切り欠き状ミゾ部中央と
該平面中央を結びこれと切り欠き状ミゾ部どうし互いに嵌合する別のブロックの切り欠き
状ミゾ部側面と接する位置に円形、楕円形、多角形あるいは筋状の凹部を設け、あわせて
これに対応する凸部を同ミゾ部側面の対応位置に設けてなる組み立てブロック。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、玩具や小物雑貨等に用いられる組み立てブロックに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、組み立てブロックは組立の単位となる直方体、立方体あるいは円柱や多面角柱等形
状を有するものを複数個用いてこれらを適宜接合し、多様な形状の構造体を形成させる玩
具としてひろく普及している。それぞれの接合には通常その材料として用いられる樹脂や
木材から成るブロック表面に適宜凹凸部を設けこれらを互いに嵌め合うことを利用して接
合したり、「マジックテープ」と通称される互いに添着できるカギ状突起とこれの受け穴
をその表面に配設される布を設けたり磁力を用いたりしている。
【考案の開示】
【０００３】
本考案はこれら複数のブロックの接合に各ブロックが互いに直交するよう各ブロックに設
けられる切り欠き状ミゾ部どうしの嵌めあいを用いる。それぞれのブロックは原則的に平
面が略正方形で辺中央部から中心に向かう４本の切り欠き状ミゾ部を有する同一形状で構
成される。
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
従来の組み立てブロックが主に突起部（オス部）とそれに嵌め合う陥没部もしくは穴やミ
ゾ部（メス部）の組み合わせで行うが、この方式では立体の全方向への均等な展開に形態
上制約があり限界を有することが多く意図する形状の造形が困難なことがあった。本考案
は同じ形状のブロックに設けられる切り欠き状ミゾ部どうしの嵌め合わせが常に最も確実
で全立体方向に制約なしに自在に組み合わせが展開できるようにしようとする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本考案は略正方形の樹脂、木材、紙等の板平面に互いに直交方向に設けられるミゾ部を設
けた複数のほぼ同じ形状、大きさのブロックどうしを互いに直交させ切り欠き状ミゾ部に
おいて嵌め合わせて接合をすることを基本とする。同ミゾ部は幅がほぼ板の厚みと同じで
ブロックの各辺の中央位置から同ブロックの中心方向に向かいその長さは各辺の長さのほ
ぼ半分に設定され、別のブロックと同ミゾどうしがゆるすぎず強すぎない程度の嵌めあい
になるように設定される。また該ブロックの各辺部の側面はその中央部に対しその辺と接
する板の表および裏の両面から対称に４５度もしくはそれ以下のコーナーカットで形成さ
れる頭頂角が９０度もしくはそれ以下の楔形とし正方形平面の中心部にこれと直交して組
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み合わされる最大４方向からのブロックが互いにぶつからないようにきっちりと納められ
る形状とされる。
【考案の効果】
【０００６】
本考案によれば同一形状、大きさの板状ブロックを多数互いに直交させて制限なく組み立
てが可能互いにきっちりと丈夫に組み立て可能となる。この結果これを用いて多様な形状
を造形できる組み立て玩具として遊びや、知育あるいはパズルに用いたり、小物を収納し
たり置いたりできるインテリア性のある置物や家具等に応用展開できるようになる。また
本考案のブロックは原則的に単一形状のブロックを板材のプレス加工や樹脂材のブロー成
型や射出成型加工等で適宜簡易にかつ安価に成型でき量産が容易となる。
【実施例】
【０００７】
以下、本考案を図１から図２の応用実施例について説明する。図１は本考案による応用の
代表例としてブロックの正面図およびその側面図である。図２はこのブロックを複数用い
た組み立て時の構成の一例を示す図である。本考案によるブロックの構造は図１に示すよ
うに主にブロック（１）、それに設けられる切り欠き状のミゾ部（２）、該ブロックの外
周の辺に設けられるカット部（３）から構成される。ブロック（１）は板状の樹脂、ゴム
、木材、紙あるいはダンボール、セラミックス、金属等をプレス加工、ブロー成型加工あ
るいは射出成型加工等で形成され、その形状は正面から見て略正方形とする。この面上に
は互いに直角に４本の切り欠き状のミゾ部（２）が設けられるがそれぞれは正方形の周囲
の４辺の各中央から同正方形の中心部に向かい幅（同図ｄ寸法）は板の厚み（同図Ｄ寸法
）にほぼ等しく、長さ（同図ａ寸法）は各辺の長さ（同図Ａ寸法）の略半分で図１のよう
な形状に形成される。この寸法組み合わせで切り欠き状ミゾどうしを互いに最も各辺が相
手ブロックの中心に到達するようにできる。またカット部（３）は図１の側面図で示すよ
うにその該ブロック（１）の平面部の表と裏の両面に対しそれぞれ同一の角度Ｐで面取り
状にコーナーカットされその頭頂部は各辺の頭書の外周に一致する。ここに角度Ｐは４５
度もしくはそれよりやや小さくし従って形成される楔型断面形状を有する辺の先端部頭頂
角は直角（９０度）もしくはそれより小さく形成される。同図１のＸ－Ｘ軸、Ｙ－Ｙ軸お
よびＺ－Ｚ軸はそれぞれ同ブロック（１）の上下、左右、厚み方向の対象性を示す参考の
ため示す。またＯは同様平面の中心を示す。
【０００８】
図２はブロック（１）に他のブロックを平面に直交して４個のきり欠き状ミゾ部（２）に
組み合わせた構成例を示すが、組み合わせされるそれぞれのブロックをブロック１（１１
）、ブロック２（１２）、ブロック３（１３）およびブロック４（１４）で示す。ブロッ
ク（１）を正面図で示すとこれに直交するほかの４個のブロックは同図のようにいずれも
その側面のみが示される。このとき他の４個のブロックはいずれもブロック（１）と図１
で示すきり欠き状ミゾ部（２）と同様の切り欠き状ミゾ部を有しており互いに直交するよ
うに嵌め合わされる。ここに前項で述べたように同ミゾ部（２）の幅寸法ｄはブロック（
１）の板厚みＤとほぼ同じながら互いにゆるすぎたり、硬すぎたりしない程度の嵌め合い
になるような適当寸法に調整される。またこのとき図２の中央のＯではブロック１から４
の４個の各１辺の先端部が集まり各辺のカット部も互いに密接する。このためそれぞれの
ブロックは互いに十分深く密着して確実な嵌め合い接合ができる。このため更に多くのブ
ロックを上記の組み合わせに加えて組み合わせ結合できその例を同図２内に破線で示す。
当然ながらその方向は紙面に直角な方向も自在に可能で全立体方向へ均等で多様な展開が
できる。また隣り合うブロックの同一平面どうしは辺どうしが密着し隙間なく構成できる
。
【０００９】
本考案の他の応用例として、ブロックどうしの嵌め合いを更に強固にするために図１に示
すような凹部（４）をブロック（１）の平面上でミゾ部（２）中央と平面中央Ｏを結ぶ線
状のほぼ中間点に設け、かつこれに対応する凸部（５）を切り欠き状ミゾ部（２）内の側
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面に設ける場合がある。それぞれは寸法ａで示される切り欠き状ミゾ部（２）の最奥端部
からｂづつの寸法位置に設けられブロックどうしが互いに嵌め合わされる際この凹部（４
）と凸部（５）も嵌め合わされ両ブロックの結合はより強く確実になされる。場合によっ
ては結合時に「カチッ」という音が出るようにすると効果的である。両者の形状は互いに
円形、楕円形、多角形あるいは筋状とし成型上や形態上の都合により選択すればよい。
【００１０】
なおブロックの形状は正方形のコーナー部を丸めたり円形や多角形としたり、組み合わせ
る相手ブロックの大きさや着色の色や模様等を変化させても本考案の主旨に合致させるこ
とは可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本考案に関わるブロックの正面図および側面図である。
【図２】本考案に関わる複数ブロックの組み立て構成例図である。
【符号の説明】
【００１２】
（１）ブロック　　（２）ミゾ部　　（３）カット部　　（４）凹部
（５）凸部　　（１１）ブロック１　　（１２）ブロック２
（１３）ブロック３　　（１４）ブロック４

【図１】

【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月18日(2012.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
樹脂、ゴム、木材，紙あるいはダンボール、セラミックス、粘土や金属等で形成されその
形状が正方形、正六角形、正八角形等正多角形もしくは円形の板状でその面の中心から正
多角形各辺の中央もしくは円の周囲に向かい放射状にその奥行きが該中心と該正多角形の
各辺もしくは該円の周囲までの長さの略半分の切り欠き状ミゾ部をそれぞれの辺もしくは
周囲から中心に向かって適宜複数有するブロックで、互いに別の同様形状ブロックと該切
り欠き状ミゾ部で面どうしが直交して嵌合するように該ミゾ部の幅および形状を設定し、
かつ該正多角形の各辺もしくは該円の周囲で各面の表と裏の両面から各面に対して４５度
以下の対称形状の面取り様コーナーカットを施しその断面の外周を形成する先端部の頭頂
角が９０度もしくはそれ以下の楔形状となるカット部を設け該ブロックの面上中央で互い
のブロックの辺もしくは周囲が干渉しないよう該切り欠き状ミゾ部で嵌合可能な組み立て
ブロック。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、玩具や小物雑貨等に用いられる組み立てブロックに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、組み立てブロックは組立の単位となる直方体、立方体あるいは円柱や多面角柱等形
状を有するものを複数個用いてこれらを適宜接合し、多様な形状の構造体を形成させる玩
具としてひろく普及している。それぞれの接合には通常その材料として用いられる樹脂や
木材から成るブロック表面に適宜凹凸部を設けこれらを互いに嵌め合うことを利用して接
合したり、「マジックテープ」と通称される互いに添着できるカギ状突起とこれの受け穴
をその表面に配設される布を設けたり磁力を用いたりしている。
【考案の開示】
【０００３】
本考案はこれら複数のブロックの接合に各ブロックの面どうしが互いに直交するよう各ブ
ロックに設けられる切り欠き状ミゾ部どうしの嵌めあいを用いる。それぞれのブロックは
原則的に平面が正方形等多角形や円形で辺や外周から面の中心に向かう切り欠き状ミゾ部
を適宜複数有する同様形状で構成される。
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
従来の組み立てブロックが主に突起部（オス部）とそれに嵌め合う陥没部もしくは穴やミ
ゾ部（メス部）の組み合わせで行うが、この方式ではブロックどうしが互いに干渉したり
立体の全方向への均等な展開に形態上制約があったりして自在な組み立てができず意図す
る形状の造形が困難なことがあった。本考案は同じ形式形状のブロックに共通の切り欠き
状ミゾ部を設け各ブロックどうしの嵌め合わせを全立体方向に制約なしに自在に組み合わ
せが展開できるようにしようとする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
本考案は正方形等正多角形や円形の外形形状の樹脂、木材、紙等の板平面に適宜設けられ
る複数の切り欠きミゾ部を設けたほぼ同じ形状、大きさ、厚さのブロックどうしを複数互
いに直交させ、共通寸法の切り欠き状ミゾ部において嵌め合わせて接合組み立てをするこ
とを基本とする。同ミゾ部は幅がほぼ板の厚みと同じでブロックの各辺の中央もしくは円
の周囲の適当位置から同ブロックの中心方向に向かいその長さは各辺の中央や周囲と中心
間の長さのほぼ半分に設定され、別のブロックと同ミゾどうしがゆるすぎず強すぎない程
度の嵌めあいになるように設定される。また該ブロックの各辺や周辺部の側面はその中央
部に対しその辺や周辺と接する板の表および裏の両面から対称に４５度もしくはそれ以下
のコーナーカットで形成されその錯角の２倍となる頭頂角が９０度もしくはそれ以下の楔
形とし正方形等正多角形や円平面の中心部にこれと直交して組み合わされ各方向からのブ
ロックが互いにぶつからないように納められる形状とされる。
【考案の効果】
【０００６】
本考案によればほぼ同一組み立て様式の複数の板状ブロックを多数互いに直交させて制限
なくきっちりと丈夫に組み立て可能となる。この結果これを用いて多様な形状を造形でき
る組み立て玩具として遊びや、知育あるいはパズルに用いたり、小物を収納したり置いた
りするインテリア性のある置物やディスプレイ、家具等に応用展開できるようになる。ま
た本考案のブロックは原則的に同様形状のブロックを板材のプレス加工や樹脂材のブロー
成型や射出成型加工等で適宜簡易にかつ安価に成型でき量産が容易となる。
【実施例】
【０００７】
以下、本考案を図１から図４の応用実施例について説明する。図１は本考案による応用の
代表例として正方形ブロックの正面図およびその側面図である。図２はこの同ブロックを
複数用いた組み立て時の構成の一例を示す図である。図３は他の実施例として正六角形に
つき、また図４は正八角形への応用実施例を示す。
【０００８】
本考案をまず応用実施例として正方形ブロックで示す。その構造は図１に示すように主に
ブロック（１）、それに設けられる切り欠き状のミゾ部（２）、該ブロックの外周の辺に
設けられるカット部（３）から構成される。ブロック（１）は板状の樹脂、ゴム、木材、
紙あるいはダンボール、セラミックス、粘土、金属等をプレスやコンプレッション加工、
ブロー成型加工あるいは射出成型加工等で形成され、その形状は正面から見て正方形とす
る。この面上には互いに直角に４本の切り欠き状のミゾ部（２）が設けられそれぞれは正
方形の周囲の４辺の各中央から同正方形の中心部に向かい幅（同図ｄ寸法）は板の厚み（
同図Ｄ寸法）にほぼ等しく、長さ（同図ａ寸法）は各辺の長さ（同図Ａ寸法）の略４分の
１、すなわち各辺から中心（Ｏで示す）に向かう長さ（Ａの２分の１）の略半分（２分の
１）で図１のような形状に形成される。この寸法組み合わせで切り欠き状ミゾ部どうしは
互いに各辺が相手ブロックの中心に到達するようになる。またカット部（３）は図１の側
面図で示すようにその該ブロック（１）の平面部の表と裏の両面に対しそれぞれ同一の角
度Ｐで面取り状にコーナーカットされその頭頂部は各辺の頭書の外周に一致する。ここに
角度Ｐは４５度もしくはそれよりやや小さくし従って形成される楔型断面形状を有する辺
の先端部頭頂角は角度Ｐ錯角の２倍で、直角（９０度）もしくはそれより小さく形成され
る。同図１のＸ－Ｘ軸、Ｙ－Ｙ軸およびＺ－Ｚ軸はそれぞれ同ブロック（１）の上下、左
右、厚み方向の対象性を示す参考のため示す。
【０００９】
図２はブロック（１）の平面上の４個の切り欠き状ミゾ部（２）に直交して他の同形状ブ
ロックをに組み合わせた構成例を示すが、組み合わせされるそれぞれのブロックをブロッ
ク１（１１）、ブロック２（１２）、ブロック３（１３）およびブロック４（１４）で示
す。ブロック（１）を正面図で示すとこれに直交するほかの４個のブロックは同図のよう
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にいずれもその側面のみが示される。このとき他の４個のブロックはいずれもブロック（
１）と図１で示す切り欠き状ミゾ部（２）と同様の共通寸法の切り欠き状ミゾ部を有して
おり互いに直交するように嵌め合わされる。ここに前項で述べたように同ミゾ部（２）の
幅寸法ｄはブロック（１）の板厚みＤとほぼ同じながら互いにゆるすぎたり、硬すぎたり
しない程度の嵌め合いになるような適当寸法に調整される。またこのとき図２の中央のＯ
ではブロック１から４の４個の各１辺の先端部が集まり各辺のカット部も互いに密接する
。このためそれぞれのブロックは互いに十分深く密着して確実な嵌め合い接合ができる。
このため更に多くのブロックを上記の組み合わせに加えて組み合わせ結合できその例を同
図２内に破線で示す。当然ながらその方向は紙面に直角な方向も自在に可能で全立体方向
へ均等で多様な展開ができる。また隣り合うブロックの同一平面どうしは辺どうしが密着
し隙間なく構成できる。
【００１０】
本考案の他の応用例として、図３に正六角形の、図４に正八角形のブロックをそれぞれ示
す。正六角形においては既述の図１の正方形と同様に切り欠き状ミゾ部を各辺の中央から
正六角形の中心Ｏに向かって６個の各辺から６個設けることが可能であるが、本実施例で
は図３のように各１個ずつ省いて３個設けた例を示す。このとき隣り合う各切り欠き状ミ
ゾ部がなす角度は互いに１２０度で同図においてはＹ－Ｙ軸に対しＸ－Ｏ－Ｙ角Ｑが６０
度ずつ対象的に設けられる。通常隣り合う切り欠き状ミゾ部のなす角（各Ｑの２倍）は先
述のコーナーカットで形成される頭頂角（角Ｐの２倍）以内でないと互いに干渉するので
本例のようになる。この場合も切り欠き状ミゾ部の幅ｄは板厚Ｄとほぼ等しく、奥行きａ
は各辺の中央と中心間距離（同図Ａの半分）の２分の１で同様形状同士はもとより先述の
正方形ブロックとも最適に嵌め合うよう共通寸法に設定され、本例のブロック同士でも組
み合わせは自在にできるが先述の正方形のブロックと組み合わせれば立体的な組み合わせ
の自由度が格段に拡がり更に多様な造詣が可能となる。このことは下記の図４の正八角形
や円形その他の形状のブロック（図示せず）と組み合わせても同様である。またカット部
は既述の方式で設けられる。
【００１１】
本考案のさらに他の応用例として正八角形に適用した例を図４に示す。同図においてはＹ
－Ｙ軸上に１個の切り欠き状ミゾ部を、さらに同軸に対して角度Ｒ（４５度）で対照的な
位置に切り欠き状ミゾ部を２個（Ｘ－Ｏ－Ｘ軸上）配設した場合である。切り欠き状ミゾ
部は中心に対し点対称位置ではないがその各諸元の取り方は既述と同様である。なお、円
形形状のブロックでも同様に構成可能であるが、切り欠き状ミゾ部は通常９０度間隔で４
個、１２０度間隔で３個とし組み合わせ時に中心部において複数のブロックのカット部が
干渉しないよう選定される。
【００１２】
本考案の他の応用例として、ブロックどうしの嵌め合いを更に強固にするために図１に示
すような凹部（４）をブロック（１）の平面上でミゾ部（２）中央と平面中央Ｏを結ぶ線
状のほぼ中間点に設け、かつこれに対応する凸部（５）を切り欠き状ミゾ部（２）内の側
面に設ける場合がある。それぞれは寸法ａで示される切り欠き状ミゾ部（２）の最奥端部
からｂづつの寸法位置に設けられブロックどうしが互いに嵌め合わされる際この凹部（４
）と凸部（５）も嵌め合わされ両ブロックの結合はより強く確実になされる。両者の形状
は互いに円形、楕円形、多角形あるいは筋状とし成型上や形態上の都合により選択すれば
よい。
【００１３】
なおブロックの形状はコーナー部や切り欠き状ミゾ部の角を丸めたり組み合わせる相手ブ
ロックの大きさや形状、着色の色や模様等を変化させたりしても本考案の主旨と相違しな
い限り組み合わせ可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本考案に関わる代表例のブロックの正面図および側面図である。
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【図２】本考案に関わる複数ブロックの組み立て構成例図である。
【図３】本考案に関わる他の応用例のブロックの正面図および側面図である。
【図４】本考案に関わる他の応用例のブロックの正面図および側面図である。
【符号の説明】
【００１５】
（１）ブロック　　（２）ミゾ部　　（３）カット部　　（４）凹部
（５）凸部　　　　（１１）ブロック１　　（１２）ブロック２
（１３）ブロック３　　　（１４）ブロック４
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】追加
【補正の内容】
【図３】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】追加
【補正の内容】



(9) JP 3180403 U 2012.12.20

【図４】
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